
 

 

 平成２７年度全国学力・学習状況調査が４月２１日に実施され、大東市の全公立小学校の６年生

1,034 名、中学校の３年生 1,075 名が調査に参加しました。調査内容は、国語及び算数・数学の知識

に関するＡ問題と活用に関するＢ問題、さらに平成２４年度以来、３年ぶりに理科を加えての「学力

調査」、児童・生徒に学校生活や家庭生活の様子をたずねた「児童・生徒質問紙」、各学校の取り組み

状況や教職員の意識についてたずねた「学校質問紙」の３つからなっています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※標準化得点とは、各年度の調査における全国の平均正答数を１００とした場合の比較得点 

平成 2７年度 全国学力・学習状況調査 大東市の概要 

小小小学学学校校校   学学学力力力調調調査査査ののの結結結果果果よよよりりり  中中中学学学校校校   学学学力力力調調調査査査ののの結結結果果果よよよりりり  

 国語は、Ａ問題では、漢字を正しく書くこ

とや、文中の主語を捉えること等、Ｂ問題で

は、音読するときの工夫とその理由を書く

等、「書くこと」に課題があります。算数は、

Ａ問題では分数の四則計算で、正答率が全国

を上回る設問もありましたが、「図形」につ

いて及び、Ｂ問題での各領域で、記述式で解

答する設問で無解答率が高くなる等、課題が

あります。理科は、主として「知識」に関す

る短答式の設問で無解答率と誤答率が高く

なりました。 

標準化得点で見ると、算数Ａ（99）は全国

とほぼ同様で、国語 B（98）と理科（97）は

全国との差が縮まりました。 

全体的に無解答率が低く解答への意欲が

みられました。国語は、Ａ問題では「語句」、

Ｂ問題では「話すこと・聞くこと」で正答率

が全国を上回る設問もありましたが、Ａ問題

では「古典」、Ｂ問題では「書くこと」に課

題があります。数学は、Ａ問題で「資料の活

用」等、正答率が全国を上回る設問がありま

したが、Ａ問題では「関数」、Ｂ問題では「図

形」に課題があります。理科は、地学的領域

で正答率が全国を上回る設問もありました

が、生物的領域に課題があります。 

標準化得点で見ると、国語Ｂ(99)，数学Ａ

(98)、数学Ｂ(98)、理科(98)で、全国との差

が縮まりました。 

 

＜平均正答率＞ 

国語Ａ 
大東市：６２．９% 

 

国語Ｂ 
大東市：５８．５% 

 

算数Ａ 
大東市：７２．３% 

 

算数Ｂ 
大東市：３９．６% 

 

国語Ａ 
大東市：７１．０% 

 

国語Ｂ 
大東市：６３．６% 

 

数学Ａ 
大東市：６０．８% 

 

数学Ｂ 
大東市：３７．１% 

 

＜平均正答率＞ 

理科 

大東市：５３．６% 

 

理科 

大東市：４８．３% 

 


